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※2025年 12月末時点　水循環型手洗いスタンド 「WOSH 」も含む合算

内閣府様及び長野市様からの要
請により、長野市内の各避難所に
合計14台設置し、長野市全域の入
浴需要をカバーした、災害救助法
の適用実績あり。

多くの民家が床上浸水し、1 ヶ月
以上、1,000名以上の長期避難者
が発生。下水処理場が水没停止し
たため、生活用水の利用ができな
い状況となった。

感染症対策の事例感染症対策の事例 平成30年 西日本豪雨災害での実績平成30年 西日本豪雨災害での実績 自然災害の事例自然災害の事例 令和元年 台風19号 長野市全域での実績令和元年 台風19号 長野市全域での実績

猛暑日が続く断水下の避難所で、200名以上が 1 週間以上
入浴できない状況が続き、避難所内の衛生環境が悪化していた。

災害時の断水によって、手洗い、入浴など、水の衛生利用が困難になります。
避難所や、避難所環境と近い帰宅抑制下でのオフィスビルでは、発災3日後以降
手洗い・入浴ができないことにより、急激に衛生環境が悪化し、感染症流行の原因
となります。

2 01 8 年 7 月の岡山県倉敷市真備町。
真夏の猛暑にもかかわらず、多くの被災者・避難者の方が、
汗ばんだ身体を洗い流す事ができずに、一日を終えられていました。

これだけ災害の多い日本で、多くの避難所では、
シャワーすら浴びることができません。

災害が起きてライフラインが途絶えても、
発電機やモバイル通信機を使って、生活に必要な機能を回復するように。
上下水道が断水しても、気持ちいいシャワーを浴びることができれば、
避難所生活の苦痛が少しやわらぐのではないか、と考えました。

私たちがめざすものは、デザインとテクノロジーの力を生かして、
災害時でも、誰でもどこでも清潔な水にアクセスできる未来です。

避難所入口付近に2台設置し、避難所に帰ってくる避難者に
入浴・手洗いを喚起。避難所環境を清潔に維持できる状況を整えた。

平成30年
北海道胆振東部地震

令和5年
秋田豪雨
令和7年
秋田豪雨

令和6年
山形県北部豪雨

令和3年
福島県沖地震

令和元年
台風15号

令和4年
台風15号

平成30年
西日本豪雨

平成29年
九州北部豪雨

平成28年
熊本地震

令和2年
熊本豪雨

令和元年
台風19号

令和5年
台風6号

令和2年
コロナ感染症
療養施設

令和6年
能登半島地震
奥能登豪雨

23自治体様・205箇所の避難所で展開23自治体様・205箇所の避難所で展開

被災地における応急給水活動



ポータブル 水再生システム

排水を最大98%リサイクル利用*1

*1

100Lの水でシャワーを浴びる場合

2 100
WOTA BOXを使用通常

商品仕様

商品性能

センサーとアルゴリズムにより
水質やシステムを常時監視・管理
常に水道水以上の水質を保てるのが、WOTAの水処
理自律制御技術です。水の安全性と清潔さを第一に
考えた、自動運転機能を搭載しました。

独自の水処理自律制御技術によって、一度使った水
の最大98% を循環して再利用できます。災害時を
はじめ、使える水が少ない状況でも、多くの人数、
多くの回数、水を使うことができます。

殺菌する

分別する

幅 820 mm × 奥行き 420 mm × 高さ 933 mm

82 kg *2

*3

*4

*5

*6

100V～ 50/ 60 Hz（国内使用）、500 VA

外気温 5～40 ℃（凍結なきこと）/ 直射日光が当たらない（推奨）/ 平たんな場所

*2…乾燥状態にて

* 仕様およびデザインは、予告なく変更する可能性がございます

*1…再生率や利用可能人数は、 身体の汚れ具合や原水等によって異なる場合がございます。水循環を維持するため、一定回数の使用ごとにシャワー設備の清掃や本体のフィルター交換等のメンテナンスを行う必要があります。

*3…原水水質、フィルター状態によります。/  *4…「公衆浴場における水質基準等に関する指針」（平成 12年12月15日付生衛発第 1811 号厚生省生活衛生局長通知、別添 1）/  *5…濁りのないプールや防火水槽、井戸水などの水、
雨水や河川水などの自然淡水も使用可能です（溶解性の毒物、劇物などが流れ込んでいる場合は不可）。水道水以外の水を用いる場合は、使用前に浄化が必要です。濁りのある水、海水には対応していません。/  *6…参考値

寸法

重量

消費電力
使用環境

供給水量

浄化流量

浄化水質

給湯温度

対応水源

設営時間・人数

4 L / 分

最大 4 L / 分

公衆浴場の水質基準に準拠

37～50 ℃（給湯器使用時）

水道水及びそれに準ずる淡水

約 15分・2人

Sensor Sensor

SensorSensor

CI

UV-C

ろ過する

使用する

Clean Water Recycle Safe & Clean Water

AI

「WOTA  BOX」は、水道が使えない場所での水利
用を実現する、ポータブル水再生システムです。
水処理自律制御技術により、水を高い効率でろ過し
て繰り返し循環させることで、シャワー 50Lあたり
の排水を1 L以下に抑えられるため、100 Lの水で約
100回のシャワー入浴を実現します。配管工事が不要
で電源と最初の種水があれば短時間で設置して快適
な水をお使いいただけるため、災害時をはじめ様々
な場所で活用が期待されています。センサーによる
水質監視により、常に安全な水をご利用いただけます。



令和元年台風 1 9号にて下水道が被災してからの約 1ヶ月
半、長野市内の避難所に合計 1 4台を納品し入浴需要を
カバー。

長野県  長野市

令和6年能登半島地震における半島全域断水への対応と
して、1 00台を配備 。避難所の方々自身で運用いただく
「自律運用」を全設置場所で実行し、持続的かつスピーディ
ーな支援を実施。

石川県 能登半島断水地域

https://wota.co.jp/　2026年3月 @wotacorp

WOTA株式会社
〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1丁目13-13

断水で入浴できない日々が続く中、初めてシャワーを浴びた瞬間の
ことを覚えています。張りつめていた気持ちがふっとほどけ、ひとり
になれた安心感から思わず涙がこぼれました。
私たち家族は、シャワー設置当初の運用メンバーから引き継ぎを受
けてシャワー運用に加わりました。1時間ごとに清掃を行い、一定
程度でフィルター交換をするなど運用ノウハウが積み上がっていた
ため、トラブルなく現場を回すことができました。通常のお風呂と同
じように、髪の毛や皮脂などの汚れは一定頻度の掃除をしないと
詰まりの原因となります。そこで途中からは手袋とゴミ袋を備え、
利用者自身にも使用後の簡単な清掃をお願いするようにしました。
ただ、利用者が一定時間に集中すると装置内の水循環が間に合わ
なくなり、水を補給するということもありました。メンテナンスに関
しては、子供達は楽しかったようで、「WOTA BOX」がある場所
に、自然とコミュニティができていたのは印象的でした。

主な導入事例

「WOTA BOX」運用者の声は
こちらからご覧いただけます

珠洲市若山地区 綱島さんご夫婦

能登半島地震の際、指定避難所珠洲市立
緑丘中学校にて「WOTA BOX」運用担当

サッカーイベントや防災訓練など、市民の日常に積極的
に取り入れることで、非常時にも抵抗なく利用できるよ
うな取り組みを実施。

静岡県  藤枝市

「 WOTA BOX 」運用者の声


